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　地域出身の「おおさき宝大使」のフランス料理

家 中村 善二さんを招き、一流のフランス料理を

学ぶ講座を開催。

　「フランク永井 歌コンクール」が平成30年に

10回目の節目を迎えたことを記念して、これま

での優勝者10人によるグランドチャンピオン大

会を開催。

　7・8月に、JR鹿島台駅西口 駅前交流広場でビア

ガーデンを開催。会場全体はちょうちんを飾り、装

備品などを購入することで、多くの出店につなげ

る。予想を大幅に上回る800人が来場。

松山地域 鹿島台地域

地域経済の活性化のヒントを探る

型にはまらない話し合い

地
域
へ
の
関
心
が
ミ
ラ
イ
を
つ
く
る

　
話
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

2回の事業交付金を活用して

　　幅広い分野のまちづくりへ

仕掛け人インタビュー

実

例
紹介

▲ 鹿島台ビアガーデンには、会場全体が夏らしさを感じさせるお

　 しゃれな装飾で彩られ、地域の老若男女が集いました。

実

例
紹介

田尻まちづくり協議会

第2回田尻マスター検定事業

松山まちづくり協議会

第10回フランク永井歌コンクール記念事業

松山まちづくり協議会教育文化部会

地域歴史伝承事業「昔話の紙芝居をつくる」

鹿島台まちづくり協議会活力ある産業委員会

「知って！来て！留まって！」プロジェクト

鹿島台まちづくり協議会コミュニティ活動委員会

地元出身 おおさき宝大使の紹介、

地場産品を使用したフランス料理の紹介

田尻マスター検定

試験問題を一部紹介 地域の宝を再発見し、魅力を発信する「田尻マ

スター検定事業」を平成29年度から実施。

平成29年度は、田尻地域の全世帯や小学校高学年、

田尻地域の中学生に試験用紙を配布したが、解答は

3.8パーセントと低く、十分な成果を得られず苦戦。

PR 不足などの反省を経て、平成30年度に問題を見

直し、田尻マスター検定 初級に479人が参加。さら

に、そのうち合格者69人を対象にした中級コース

の検定を実施。将来的には、達人コースの検定を実

施し、ボランティアガイドの養成を目指す。

　今では、全国的に普及しているパークゴルフ

ですが、本州で初めて、パークゴルフ場を加護坊

山に建設した旧田尻町の町長さんは、次のどな

たでしょうか。

 堀江 敏正　氏　 山村 健吾　氏

 峯浦 耘蔵　氏　 佐々木 敬一　氏

※8ページの答えは  峯浦耘蔵 氏です。

※答えは9ページに掲載しています。

挑戦してみよう！

▲ 鳴子温泉地域のまちづくりを話し合うサークルメン

バーは、職業や世代、出身地もさまざま。アイデアに富ん

でいます。

　ステップアップ事業交付金とチャレンジ事業交

付金は、年度内に1 団体につき2回まで申請が可能

です。鹿島台まちづくり協議会と松山まちづくり協

議会では、4つのまちづくりの取り組みを申請し、創

意工夫したまちづくりが進められています。
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通
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。
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、
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…
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上
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。
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憶
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。
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た
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れ
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く
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。

　

暮
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地
域
課
題
も
多
様
化
す

る
中
、
行
政
の
支
援
は
、
危
機

的
財
政
状
況
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地
方
分
権
が

進
み
、
今
後
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行
政
だ
け
で
は
対
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き
な
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の
増
加
が
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込
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れ
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。
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。
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う
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が
れ
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取
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。
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付
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。

　
全
国
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な
っ
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る
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の
進
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む
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な
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思
う
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進
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る
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に
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え
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い
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す
。
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得
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く
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取
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落
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。
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熱
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探
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く
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と
な
り
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し
た
。

　
成
果
は
す
ぐ
に
表
れ
て
い
ま
す
。上

映
会
後
、ま
ち
づ
く
り
に
関
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を
持
つ

20
代
か
ら
50
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の
数
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が
集
ま
り
、

継
続
的
な
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ち
づ
く
り
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ー
ク
ル
活
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が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、鳴
子
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
合
い
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
段
階

で
、こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、若
い
人
た

ち
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、従

来
の
よ
う
な
型
に
は
ま
ら
ず
、や
る
気

を
支
え
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
鳴
子
温
泉
地
域
に
は
、
豊
富
な
自

然
や
人
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
や
が
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
に
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を
さ
せ
て
、
利
益
を

地
域
内
で
循
環
・
還
元
し
、
地
域
に
暮

ら
す
人
、
訪
れ
る
人
を
元
気
に
し
た

い
で
す
。

　
課
題
を
感
じ
、
何
と
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
必
ず
い
ま
す
。き
っ

か
け
が
大
事
で
、次
第
に
共
感
し
て
く

れ
る
人
は
出
て
く
る
は

ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

地
元
に
愛
着
を
持
っ
て

生
き
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

地域の新たな取り組みのきっかけ

とするため、映画上映会を開催。

地域の若者と共に話し合い、発想

を広げる。たくさんの観光客でに

ぎわう鳴子温泉街を思い描く。

　地域に伝わる昔話を伝承している「まつやま語り

の会」は、松山地域で出前講座に取り組む。

　昔話を心にとどめてもらうため、松山高等学校の

生徒に絵を描いてもらい、地域一体で紙芝居を製作。

拡声装置を準備し、地域の昔話を印象深く伝える。

話し合い がはぐくむ　ひと・まちのミライ

特集②

鳴子まちづくり協議会

会長

中鉢 幸一 さん




